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近畿⼤学と SBI ⽣命 
⼈⼯知能を活⽤したがんゲノム医療の体制を協⼒して構築 

がん遺伝⼦パネル検査によって、患者さま⼀⼈ひとりに最適な抗がん剤治療の⽅法を提⽰ 
2018 年夏から、近畿⼤学医学部附属病院の患者さまに先⾏実施予定 

SBI生命保険株式会社（代表取締役社長 飯沼邦彦、以下「SBI生命」）と近畿大学（学長 塩﨑 均）は、AI（コグ

ニティブ・コンピューティング・システム）を活用したがん遺伝子パネル検査に基づき、患者さまに最適な抗がん剤治

療法を提示する体制を構築しました。この取り組みは、生命保険業界初1となります。

2018 年夏から、近畿大学医学部附属病院は治療中のがん患者さまを対象に AI（コグニティブ・コンピューティン

グ・システム）を活用したがん遺伝子パネル検査の実施可能性を問う研究を先行実施し、SBI生命は本研究にかかる

費用を支援すること2で新たな保険商品3の開発に向けた研究を開始します。

■「近大クリニカルシークエンス」に基づくがんゲノム医療4の提供

がん遺伝子パネル検査は、患者さま一人ひとりの微小ながん組織

または血液から遺伝子情報を解析して、その方に最適な治療法を診

断するものです。がんの標準治療が効かなくなり使用できる薬がなく

なった場合でも、効果が期待できる薬物治療を見つけられる可能性

があるという、遺伝子検査技術です。近畿大学医学部ゲノム生物学教

室（教授 西尾和人）では、「近大クリニカルシークエンス」プロジェクト

として全国に先駆けてがん遺伝子パネル検査に取り組み、これまでに

1,000 件以上のがん組織サンプルの遺伝子解析を実施してきました。 

「近大クリニカルシークエンス」に AI（コグニティブ・コンピューティング・システム）の技術を取り入れることで、電子

化された 2,000 万を超える論文情報をはじめ、がん腫瘍部分の遺伝子変異や生命のメカニズムに関する AI の膨大

な知識情報を活用して、患者さま一人ひとりに適した抗がん剤とその標的となる遺伝子を解析します。経験豊富な遺

伝子解析の現場の医師と、情報処理能力と作業時間の効率化というメリットを持つ AI が連携することで、より最適な

がんゲノム医療の提供体制を構築します。

■ 高額費用負担の問題、保険商品化 3がソリューションに

がん遺伝子パネル検査は、近畿大学医学部附属病院だけでなく国内の一部医療機関ですでに提供されていま

すが、現在のところ保険診療ではなく、検査費用や検査後に薬物治療を受ける場合の費用が高額であることから、多

くのがん患者さまが利用するには社会環境が整っていないという大きな課題を抱えています。

全国に先駆けてがん遺伝子パネル検査を実施してきた近畿大学医学部と SBI 生命は、この高額費用負担という

課題に対して、保険商品化 3（相互扶助制度を活用すること）による費用負担軽減がソリューションになるものと考えま

1 2018 年 3 月 26 日時点、SBI 生命調べ。 
2 SBI 生命は本検査実施にかかる費用を負担することにより、個人が特定されないよう近畿大学医学部附属病院で匿名化された情報のうち

検査を実施したがん種、年代、性別などの情報、および遺伝子解析などの費用や検査所要日数の情報のみを受け取りますが、がん患者さ

ま個人の機微情報、がん遺伝子解析結果や診断結果の情報は一切受け取りません。そのため、遺伝カウンセリングを希望される場合は一

部患者さまご負担金が発生するときがあります。また、病院までの交通費などは患者さまの自己負担となります。
3 SBI 生命は「がん遺伝子パネル検査」にかかる高額な費用を保障することができる保険商品の開発に向けた研究を開始するものです。本

商品開発に向けた研究では、保険加入時の審査や保険金支払い時において、遺伝情報の収集・利用は一切しないことを前提としています。
4 ゲノムとは、遺伝子「gene」と、すべてを意味する「-ome」を合わせた造語で、DNA に含まれる遺伝情報全体を指しています。 ゲノ

ム情報は体をつくるための、いわば設計図のようなもので、それらを網羅的に調べ、その結果をもとにして、より効率的・効果的に病気

の診断と治療などを行うのがゲノム医療です。
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した。生命保険業界初となるこの取り組みによってがん治療に革命を起こすべく、人工知能や保険商品を活用するた

めのノウハウを研究します。そして、がん大国の日本にゲノム医療を一日も早く普及させ、一人でも多くのがん患者さ

まの生存率を改善できる社会基盤づくりに貢献します。

■ 近畿大学医学部附属病院における「近大クリニカルシークエンス」に基づく本取組みの流れ

本取組みの解析では腫瘍遺伝子の変異を見つけることにより、もしある特定のがん遺伝子の変異があればその特

定のがん遺伝子を標的とした分子標的治療を選択できる可能性があり、がん患者さまによりよい治療法の機会を提

供していくことができます。そこで対象となるがん患者さまに以下の流れで受診いただくことを予定しています。

なお、本取組みで解析を行う遺伝子は、がんの病変部分の遺伝子で、通常の「親の体質が子に伝わる」遺伝子と

は別のものです。

SBI 生命は本取組みで個人が特定されないよう近畿大学医学部附属病院で匿名化された情報のうち検査を実施

したがん種、年代、性別などの情報、および遺伝子解析などの費用や検査所要日数の情報のみを受け取りますが、

がん患者さま個人の機微情報、がん遺伝子解析結果や診断結果の情報は一切受け取りません。

※その他、記載されている会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。

※プレスリリースに掲載されている内容、サービス／製品の価格、仕様、お問い合わせ先、その他の情報は、発表時点の情報です。その後予告なしに

変更となる場合があります。

＜本件に関する報道関係者のお問い合わせ先＞ 

SBI 生命保険株式会社 広報担当 田辺千晶  TEL：03-6229-0830（直通）  メール：pr@sbilife.co.jp

近畿大学 総務部広報室 広報担当 坂本由佳  TEL：06-4307-3007（直通）  メール：koho@kindai.ac.jp

【SBI 生命保険株式会社について】 

SBI生命は、2015年2月にSBIグループの一員となり、2016年2月から、時代のニーズに応える保険商品を販売しています。

SBI グループは、創 業 来 インターネットを活 用 した多 様 な金 融 サービス事 業 を展 開 する FinTech 企 業 として、各

事 業 においてさらなる顧 客 利 便 性 の向 上 やサービスの独 自 性 の追 求 、新 技 術 の導 入 を促 進 しています。

SBI 生命においては IoT やビッグデータを活かした画期的な商品の開発を通じ、お客さまに安心をお届けいたします。 
会社名 SBI 生命保険株式会社 設 立 1990 年 7 月 

代 表 代表取締役社長 飯沼 邦彦 資本金 475 億円 

所在地 東京都港区六本木 1-6-1 泉ガーデンタワー URL http://www.sbilife.co.jp/ 

〈取扱商品 URL〉 

SBI 生命 終身医療保険「も。」 http://www.sbilife.co.jp/products/medical-Mo/ 

入院・手術も 先進医療も 退院後の通院も 在宅医療も 保障可能な終身医療保険

SBI 生命 インターネット申込専用定期保険「クリック定期！」 http://www.sbilife.co.jp/products/term-click/ 

インターネット申込専用でお手ごろな保険料を実現！

【近畿大学について】

14 学 部 48 学 科 、全 国 に 6 つのキャンパスを有 し、医 学 から芸 術 まであらゆる分 野 を網 羅 する日 本 有 数 の私 立

総 合 大 学 。一 般 入 試 の志 願 者 数 が 5 年 連 続 日 本 一 。 
大学名 近畿大学 設 立 1925 年 

代 表 学長 塩﨑 均

所在地 大阪府東大阪市小若江 3-4-1 URL https://www.kindai.ac.jp/ 
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＜本資料の配布先＞ 

金融記者クラブ、文部科学記者会、大阪科学・大学記者クラブ、河南記者クラブ、 

東大阪市政記者クラブ、科学記者会、厚生労働記者会、厚生日比谷クラブ 




